
　社会資本総合整備計画 社会資本整備総合交付金             令和02年01月09日

計画の名称 瀬戸市における住み続けたい・住みたくなる快適な住宅団地の整備

計画の期間   令和０２年度 ～   令和０６年度 (5年間) 重点配分対象の該当

交付対象 瀬戸市

計画の目標 瀬戸市菱野団地地区は、愛知県内でも有数の大型住宅団地として整備されたが、入居開始から40年以上が経過し、急激な人口減少、少子高齢化の進行をはじめ、多くの課題が存在している。

そこで、平成31年３月に作成した「菱野団地再生計画」に基づき、既存ストックを活用して官民が連携しながら福祉、子育て、定住、交通、まちづくりなどの分野を横断したハード・ソフト両面

のまちづくりに取り組み、再生の理念「みんなでつくる、住みよいまち　菱野団地」の実現を目指す。

全体事業費（百万円） 合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）                  57  Ａ                  49  Ｂ                   0  Ｃ                   8  Ｄ                   0 効果促進事業費の割合Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）     14.03 ％

番号

計画の成果目標（定量的指標）

定量的指標の定義及び算定式

定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

R2 R4 R6

   1 「住み続けたい」という住民の定住意向の向上を目指す（56.8％から67.5％へ増加）

居住意向に関するアンケート調査における「菱野団地に住み続けたい」と回答した人の割合 56% 60% 68%

菱野団地に住み続けたいと回答した人の割合（％）＝（菱野団地に住み続けたいと回答した人）／（アンケート回答者数）

   2 住宅団地における買い物や医療、教育などに関する満足度（住みやすさ）の向上を目指す（3.07ﾎﾟｲﾝﾄ以上へ増加）

住宅団地の満足度（住みやすさ）に関するアンケート調査における買い物や医療、教育など18項目の満足度を数値化したもの（最小１ﾎﾟｲﾝﾄ～最大５ﾎﾟｲﾝﾄ） 3ポイント 3ポイント 3ポイント

菱野団地に対する満足度（住みやすさ）（ポイント）＝買い物のしやすさ・医療施設の利用しやすさ・教育施設の利便性など18項目の菱野団地の満足度の平均値（ポイ

ント）

   3 住宅団地の魅力やまちづくりの取組みなどのプロモーションの充実を図り、ホームページへの年間アクセス件数の増加を目指す（2,031件/年から7,000件/年へ増加）

菱野団地ホームページ（https://hishinodanchi.com/）への年間アクセス件数 2031件 5000件 7000件

備考等 個別施設計画を含む － 国土強靱化を含む － 定住自立圏を含む － 連携中枢都市圏を含む － 流域水循環計画を含む － 地域再生計画を含む － 避難確保計画の策定 避難行動要支援者名簿の提供

1 案件番号： 0000522075



A 基幹事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R02 R03 R04 R05 R06 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

住環境整備事業 A16-001 住宅 一般 瀬戸市 直接 瀬戸市 － － 菱野団地地区　住宅市街

地総合整備事業（住宅団

地ストック活用型）

整備計画作成、活動拠点整備

、団体活動支援 等、施行地

区A=154.8ｈa

瀬戸市  ■  ■  ■  ■  ■          49 ー －

 小計          49

合計          49

1 案件番号： 0000522075



C 効果促進事業

基幹事業（大） 番号

事業 地域 交付 直接
事業者 種別１ 種別２

要素となる事業名 事業内容 市区町村名／ 事業実施期間（年度） 全体事業費 費用 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 （事業箇所） （延長・面積等） 港湾・地区名 R02 R03 R04 R05 R06 （百万円） 便益比 策定状況

一体的に実施することにより期待される効果

備考

住環境整備事業 C16-001 住宅 一般 瀬戸市 直接 瀬戸市 － － 菱野団地住民バス運行事

業

地域住民が主体となったバス

の運行

瀬戸市  ■  ■  ■  ■  ■           8 － －

住民バス事業により地区内の移動手段の確保及びコミュニティの場の形成が図られるとともに、まちの活性化などの相乗効果が期待できる。

 小計           8

合計           8

1 案件番号： 0000522075



交付金の執行状況

        （単位：百万円）

R02 R03 R04

配分額 (a)                       6                       0                       1

計画別流用増△減額 (b)                       0                       0                       0

交付額 (c=a+b)                       6                       0                       1

前年度からの繰越額 (d)                       0                       1                       0

支払済額 (e)                       5                       1                       1

翌年度繰越額 (f)                       1                       0                       0

うち未契約繰越額(g)                       0                       0                       0

不用額 (h = c+d-e-f)                       0                       0                       0

未契約繰越率+不用率 (i = (g+h)/(c+d))％                       0                       0                       0

未契約繰越率+不用率が10％を超えている場

合その理由

1 案件番号： 0000522075


